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◆愛知県史跡整備市町村協議会の紹介◆
　愛知県史跡整備市町村協議会は、史跡等の整備に関する調査研究及びその具体的方策の

推進を図るとともに、情報連絡活動を行い、もって文化財の保存と活用に資することを目的とし、

平成３年に県内市町村自治体が加盟することによって発足しました。

加盟団体一覧

尾張地区（22 団体）
名古屋市、一宮市、瀬戸市、半田市、春日井市、津島市、犬山市、常滑市、江南市、小牧市、稲沢

市、東海市、知多市、豊明市、愛西市、長久手市、東郷町、阿久比町、東浦町、南知多町、美浜町、

武豊町

三河地区（15 団体）
豊橋市、岡崎市、豊川市、豊田市、安城市、西尾市、蒲郡市、新城市、知立市、田原市、幸田町、

みよし市、設楽町、東栄町、豊根村



史史跡跡小小牧牧山山（（小小牧牧山山城城））のの調調査査とと整整備備  

 

小牧市教育委員会 小野 友記子 

 

１ はじめに 

国指定史跡小牧山（小牧山城）では平成 10

年以降の地道な発掘調査等の整備事業が続く

中、活用、特に観光的側面からのニーズが近

年劇的に高まってきている。本報告では小牧

山をめぐる発掘調査と史跡整備、そして地域

ブランドへの展開に至る経緯についての概要

を紹介したい。 

  

２ 史跡小牧山の概要と歴史 

史跡小牧山（小牧山城）は小牧市に所在す

る戦国時代の城郭跡で、名古屋市の北方約

15kmに位置する標高 85.9ｍ、面積約 21haの

小山である。 

濃尾平野に独立してそびえるその姿は、尾

張地方のランドマーク、小牧市のシンボルと

して親しまれている。（写真１、図１） 

小牧山城は永禄６～10 年（1563～67）、織

田信長が清須城（愛知県清須市）から岐阜城

（岐阜県岐阜市）に移るまでの４年間居城と

し、天正 12年（1584）には織田信雄・徳川家

康連合軍と羽柴（豊臣）秀吉軍が対峙し、も

う一つの天下分け目とも評される小牧・長久

手の戦いで、家康軍が小牧山城を陣城（本拠

地）としたことなどで戦国史に名を馳せる城

跡である。 

小牧・長久手の戦い後には廃城となるが、

家康ゆかりの古城であることから、江戸時代

を通して尾張藩領として直接管理のもと保護

された。昭和２年（1927）、山のほぼ全域が県

下４番目の国史跡として指定され、昭和５年

（1930）には尾張徳川家から小牧町（当時）

に寄贈を受け、以降、現在まで市民の憩いの

山として大いに親しまれている。 

小牧山城は、わずか４年という極めて限定

的な城の存続期間に加え、江戸時代以降、尾

張徳川家・小牧町（当時）等が古城として大

切に保護したという経緯から、山中の遺構の

残存状況は良好で、研究上貴重な城郭である。 

 

３ 史跡小牧山の発掘調査と史跡整備 

●●発発掘掘調調査査  

小牧山城の縄張は基本的に永禄６年の信

長築城時のもので、小牧・長久手の戦いで家

康方の陣城となった際、山麓をめぐる堀と土

塁、中腹の堀と土塁、虎口などが改修された。 

小牧山城の発掘調査は、史跡整備に伴う事

前調査として実施している。昭和～平成初頭

の北麓の屋敷跡伝承地や東麓の帯曲輪地区な

どの調査を経て、現在は山頂（主郭）を中心

とした主郭地区の調査を進めている。 

主郭をめぐる斜面では２～３段の石垣を

検出した。（写真２）石垣は野面積で鈍角の入

隅・出隅を繰り返し主郭を囲む。平成 26年に

は３段目の石垣を確認し、主郭が幾重もの段

築石垣で囲まれていたことや、石垣の構築が

予想以上の範囲に及ぶことが明らかとなりつ

つある。 

小牧山城では、主郭を含む周辺がどのよう

に利用されたか文献等の記録もなく判然とし

ていなかったが、平成 30年度の第 11次発掘

調査では、１棟の礎石建物の一部を確認し、

（写真３）令和２年度の第 13 次発掘調査で

は、主郭東側の曲輪に庭と推定される玉石敷

や立石が見つかった。（写真４）のちの信長の

居城である岐阜城と安土城では山頂一帯に信
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長のための特別な生活空間が存在していた記

録があり、小牧山城で確認された建物跡や庭

と推定される空間は、のちの岐阜城、安土城

のそれらに相当する施設の一部である可能性

がある。 

主郭地区の調査成果は、信長の築いた小牧

山城が「美濃攻略のための一時的な砦・城」

であるという従来の評価を塗り替え、織豊系

城郭の初現となる本格的な構えであったこと、

いわゆる日本の「城」の石垣の源流がここに

求められることを示している。信長の城づく

りにおける石垣への志向が、安土城築城から

ではなく小牧山城で既に具現化していること

が明らかとなり、織豊系城郭石垣の出現を小

牧山城からとする検討が必要となった。 

石垣上の建物について、推定する手がかり

はほとんどないが、これまで瓦が出土してい

ないことから、建物があったとしても、瓦葺

ではなかったと思われる。後の信長の居城で

ある岐阜城・安土城が瓦葺建物や天主を備え

ている点と比較して、中世城郭から織豊系城

郭への過渡的様相を示したものといえよう。 

永禄６年時点で尾張の一国守レベルであ

った信長が、「城に石垣を採用する」という事

業をどこから着想しどのような技術掌握によ

り実現させたのか、今後も続けられる調査に

よって明らかになることが期待される。 

●●史史跡跡整整備備  

 近年、小牧山の東麓と南麓では、市立中学

校等山中に設置されていた公共施設の移転後

に発掘調査を行い、その成果に基づく城跡の

復元・整備が進んでいる。平成 10年度に『史

跡小牧山整備計画基本構想』を、平成 31年度

に『史跡小牧山保存活用計画』を策定し、史

跡全体の整備ビジョンと着手の優先順位を定

め、その方針、手順に従い、史跡内の各地区

の発掘調査や整備基本計画の策定、整備工事

を進めている。小牧山の山中では、毎年、い

ずれかの場所で調査や整備が行われ、新しい

発掘調査成果や整備でその成果の反映、還元

に取り組んでいる。来訪者にとっては、来る

たびに姿を変える、「生きた史跡」ともいうべ

き活気を生み出している点も小牧山の特徴と

いえよう。 

東麓の帯曲輪地区では、永禄期の信長在城

段階に山を取り囲むように配置された武家屋

敷群の区画跡や、天正期に家康が陣城とした

際に改修した土塁や虎口などを解説とともに

整備した。（写真５）南麓の大手曲輪地区では、

天正期の土塁と堀を復元・整備した。（写真６） 

また、史跡のガイダンス施設として平成 31

年４月に「小牧山城史跡情報館（れきしるこ

まき）」がオープンした。（写真７）小牧山の

南東麓に建つこの施設では、小牧山の歴史や

文化、残された貴重な自然を伝えることを目

的とし、映像や模型を用いた常設展示や企画

展示、ワークショップなどを通して小牧山に

関する最新の情報を提供している。 

 

４ 地域ブランド「小牧山」へ  

史跡小牧山は、これまで徳川家康の「小牧・

長久手の戦い」の陣跡として知られ、織田信

長が新たに築いた居城という側面は地元でも

ほとんど認知されていなかった。信長時代の

小牧山城は美濃攻略の簡単な出城程度と考え

られていたが、上記のとおり、主郭地区の調

査で確認された石垣はその評価を覆す成果で

あった。城郭石垣のルーツとして年々関心が

高まり、メディアでも大きく取り上げられた

ことをきっかけに、小牧山での調査や整備に

対する、市民の理解、受け止め方は大きく変

わりつつある。（写真８）  

史跡小牧山の地域ブランド化への端緒と

なる動きは平成 25 年に行われた織田信長小

牧山城築城 450年記念事業である。同事業と

連動して実施した史跡シンポジウム（写真９）
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には 1300 人が参加し、コーディネーターの

「史跡整備は時間をかけて行うもの、慎重な

整備を」という総括では自然発生的に会場か

ら拍手が起こるなど、市民は史跡整備に関す

る様々な制約を理解した上で応援してくれて

いると感じた。  

記念事業と並行して小牧山を市のブラン

ドと位置づける作業も進められた。モニター

調査等からブランドコンセプトを定め、「子育

て」と「小牧山」の２本柱の地域ブランドが

策定された。史跡小牧山は地域資産として観

光の核、市民の誇り・愛着の醸成のシンボル

として機能することが求められている。 

こうした取り組みを通して得られた効果

としては、多くの人に信長の石垣の存在を周

知するなど史跡の価値の啓発に大きく寄与で

きたこと、史跡整備への理解の深化などが挙

げられる。特に市民が郷土の文化財・歴史に

誇りを持つきっかけ作りができたという手ご

たえがあった。 その一方で、「活用」する側

の事業や担当者、来訪者からは、発掘で見つ

かった石垣等の遺構は埋め戻さず、いつでも

見られるようにしてほしい、という要望が出

され、遺構を「後世に正しく守り伝える」と

いう史跡保護の概念とのギャップが生じてし

まうという課題も感じている。地域に活かさ

れる史跡であるために、史跡を「守り」、「活

かす」それぞれの立場での十分な協調、コン

センサスの構築が重要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 史跡小牧山 赤色立体図 

写真１ 史跡小牧山航空写真
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写真２ 主郭で見つかった２段の石垣（第３次発掘調査） 

写真３ 礎石建物跡（第11次発掘調査） 

写真９ 史跡シンポジウムの開催状況 

写真７ 小牧山城史跡情報館（れきしるこまき） 

写真５ 東麓帯曲輪地区の整備状況 

写真６ 南麓大手曲輪地区の整備状況 

写真８ 発掘調査現地説明会の開催状況（第７次発掘調査） 写真４ 玉石敷遺構（第13次発掘調査） 
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報告２

１　はじめに 

　平成27年（2015）に国史跡に指定された本

證寺境内は、戦国期～江戸時代に築かれた

二重の堀と土塁の一部が残る史跡である。三

河一向一揆に関わる寺院境内地として重要で

あるとともに、浄土真宗寺院の伽藍のあり方

や仏教信仰のあり方を知るうえでも重要である。

現在私たちが目にすることのできる主要な建物

群と堀からなる景観は、江戸時代の伽藍絵図

（図1・1’）に描かれた境内の姿を今なお留め

ている。

２　本證寺の歴史と本證寺境内の概要

　本證寺は、鎌倉時代後期の創建とされ、室

町時代には、上宮寺・勝鬘寺（ともに岡崎市）

とともに三河三か寺と呼ばれる本願寺派の代

表寺院となっていた。永禄6年（1563）、家康

の家臣が本證寺領の不入権を侵したことが発

端となり、三河一向一揆が起こった。家康の

家臣であり、本願寺門徒であった家康の家臣

たちの中には、その配下から離脱して一揆方

に加勢する者もいた。本證寺は、一揆方の

中心であったが攻撃を受けたという記録は確

認されていない。最終的に一揆は家康に鎮圧

され、家康領国から追放される結果となった。

天正13年（1585）、帰住を許された本證寺は、

江戸時代に入ると本山・領主と末寺を仲介す

る中本山・触頭として再興を果たし、幕末に

は200余寺の末寺を抱える大寺院となった。

　本證寺境内は、碧海台地と呼ばれる洪積台

地上に位置する。近辺の台地東端には、東0.8

㎞に加藤嘉明の父が居城したと伝わる岩根城、

南東0.9㎞に藤井松平氏の藤井城、北1.2㎞

に本多正信の館跡と推定されている小川的場

丘城など小規模な城館がいくつか存在した。

史跡地内には、寛文3年（1663）に再建された

本堂など江戸時代に建立された堂宇と、それ

らが建ち並ぶ境内を巡る内堀、寺領のうち「寺

内」と呼ばれた東西約320ｍ、南北約310ｍ

の範囲を巡る外堀、そして境内の北側に土塁

が残存する（図2・写真1）。境内周囲の標高

はおよそ12～14ｍであるが、外堀の北西で

15ｍを測る。一方、内堀で囲まれた本堂周辺

は11ｍ程度と低くなっており、現在でも本堂

周りの内堀は水堀となっている。

３　発掘調査の成果

　平成11年（1999）以降、断続的に発掘調査

を続け、開発に伴う調査、史跡整備のための

調査合わせて今年度で21次を数える。

（１）	 土塁
土塁は、一部が庫裏の北側に残存する。こ

れまでの調査では、中心部まで断ち割ったこ

とはなく、上層の堆積状況の確認のみである。

内土塁には、江戸時代末期に版築により再

構築された痕跡が認められた（4次、写真２）。

残存土塁以外の場所では、境内北西にて土塁

を崩してできたと推察される堆積が確認されて

いる（7・20次、写真３）。その堆積層と戦国

期の堀の埋土、そして地山の土質が、酷似し

ていることから、堀を掘って出た土で土塁を構

築し、その後土塁は崩され、一部は堀の埋土

となった可能性が考えられる。江戸時代前期

に成立した『三河物語』には、一揆方の降伏後、

家康の命により堂宇は破却されたとある。堀

と土塁も同様に壊されたと推測される。

史跡本證寺境内-近年の発掘調査成果-

安城市教育委員会　後藤　麻里絵　
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史跡本證寺境内 - 近年の発掘調査成果 -

（２）	 堀
これまでのところ、堀の掘削時期は、大きく

戦国期（16世紀前半）と江戸時代後期（18世

紀後半～19世紀前半）の2時期と捉えること

ができる（図３）。

戦国期の堀は、断面Ｖ字状を呈し「薬研堀」

のように急傾斜である。深さは、圃場整備で

削平されているところでは1.3ｍ程度（15次）

であるが、残りのよいところでは約4ｍ（20次、

写真４）を測る。幅はおおむね5ｍ程度である。

江戸時代前・中期については、再掘削された

痕跡が確認された調査区もあるが、寺内全体

で一律に行われた様子はうかがえない。おそ

らく、恒常的な管理の一環であったと推測で

きる。

江戸時代後期の再掘削の痕跡は、ほぼすべて

の調査区で確認されており、明確な意図を持っ

て再整備されたようである。特に境内の南西

で、戦国期には推定5ｍほどだった幅が、倍

近くの約8～10ｍに拡張されている一方、深

さは戦国期の堀より0.4～1ｍ程度浅く、断

面が緩傾斜の皿状になっていた（5・16・19次、

写真5）。

堀について、もうひとつ明らかになったことは、

戦国期の堀の巡り方と江戸時代後期の堀の巡

り方が必ずしも一致しないことである。庫裏の

ある区画を巡る内堀は、戦国期の堀が確認で

きているが（20次）、その一方で、本堂のある

区画を巡る内堀では、戦国期に遡る痕跡が確

認できていない（17次）。また、寺内東側の出

入り口付近では、現存する外堀から数ｍ離れ

た場所に戦国期の単期のみで埋没した外堀が

確認された（18次）。

また、本堂の区画を巡る内堀の東側一辺に

は石垣が築かれているが、裏側を調査したと

ころ、江戸時代後期以降に築造されたもので、

裏込めはなかった（20次、写真６）。

以上のように、江戸時代後期に外堀の一部が

大きく再整備され、本堂を巡る内堀が新設さ

れた理由は、地域の中核を担う中本山・触頭

寺院としての寺格や権勢を顕在化するために、

主要な堂宇を建立するなど寺観整備を行い、

その一環として堀も再整備されたと推測される。

（３）寺内
寺内については、境内の西と東で様相が異な

る。大門から東へ約50ｍの辺りで、戦国期

の掘立柱建物や区画溝、鍛冶関連遺構が確

認された（9～12次）。江戸時代の伽藍絵図

にあるとおり、境内の東側は戦国期から「百

姓家」が存在したことが明らかになった。ま

た、戦国期以前、本堂の西から外堀までの範

囲は、湿地状になっていたことが分かっている

（16次）。江戸時代には湿地は埋まりつつあっ

たようだが、伽藍絵図の西側に建造物などは

描かれておらず、空白地になっていることと矛

盾しない。

（４）境内
境内の中は、これまで調査の機会がほとんど

なかったため、境内や堂宇がどのように形成さ

れ変遷してきたのかということが分かっていな

い。庫裏付近（1次）や庫裏の西から外堀まで

の間（16・20次）で15世紀代の遺物がまとまっ

て出土していることから、創建期～室町時代

は、境内の中心が庫裏のある区画にあった可

能性があるという指摘もある。

４　おわりに

安城市では、境内の西側を中心とした史跡整

備を計画している。今後も調査を継続し、本

證寺の歴史と文化財を守り伝えていきたい。
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外堀埋土 （戦国期）

外堀埋土 （江戸時代後期）

旧表土 （江戸時代後期以降）

戦国期の内堀戦国期の内堀

江戸時代後期の外堀江戸時代後期の外堀

戦国期の外堀戦国期の外堀

内土塁内土塁

版築版築

土塁関連層土塁関連層

戦国期の内堀戦国期の内堀

石垣側石垣側

盛土盛土

洪積台地洪積台地

図 3　5次調査 B区西壁断面図

写真 2　4次調査区江戸時代末期の内土塁の版築（東から）写真 1　本證寺境内（南から）

写真 4　20 次調査 3区内堀（南から）写真 3　7次調査 G区外堀（北東から）

写真 5　19 次調査 3区外堀（西から） 写真 6　20 次調査 14 区石垣の裏（南から）
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戦戦国国期期城城郭郭かからら織織豊豊期期城城郭郭へへ--東東海海・・九九州州のの事事例例をを中中心心にに--  

 

九州国立博物館展示課 主任研究員 岡寺 良  

 

はじめに 

 日本全国には、３～４万ヶ所もの城郭が存

在すると言われているが、その大半は戦国期

に築造されたものである。戦国期城郭には、

江戸時代の城に見るような立派な天守閣など

の建築物は残されていないが、建築物の基礎

となる造成（普請）の痕跡は如実に見ること

ができる。 

 城郭の建設は、大きく普請（土木造成）と

作事（施設建設）によって構成される。通常、

城をイメージする場合は、天守閣のような作

事面に注目されがちであるが、基本的に戦国

城郭には、作事部分は残されておらず、発掘

調査によって僅かに明らかになる程度である。

一方、現地の山城を訪れたことがある人なら

ば良くわかると思うが、中世の山城には、建

物などを建てた「曲輪」が数多く残り、その

周囲を防御するために、「土塁」や、「竪堀」

や「横堀」などの「空堀」、平地の城には「水

堀」などもある（図１）。また、九州北部には

「竪堀」を何本も並べ、時には横堀などとも

組み合わせる「畝状空堀群」という奇妙な防

御遺構が積極的に使用される。これら土木造

成の総合体が城郭の「普請」部分であり、現

在、戦国城郭で、地表に残されているのは、

普請部分のみであると言えるだろう。とはい

え、城跡がある現地を訪れれば、このような

城の普請＝土木造作の痕跡を如実に見ること

ができ、往時の姿を彷彿とさせてくれる。 

 さて、東海地方にも全国と同じように数多

くの戦国期城郭が築造されたが、ご存じのと

おり織田信長、豊臣秀吉、徳川家康の戦国の

三傑を輩出したことにより、城郭の構造変革

が行われた「震源地」でもあった。その構造

変革によって、産み出された城郭が「織豊系

城郭（織豊期城郭）」である。 

 本発表では、発表者の研究フィールドとし

ている九州地方の城郭と比較をしつつ、東海

地方でなされた戦国期城郭から織豊期城郭へ

の変革の在り方、さらにその広がりについて

見ていくこととしたい。 

 

１ 東海地方の戦国期城郭 

戦国期城郭の事例 東海地方の中心であ

る木曽三川が形成した広大な濃尾平野には、

統治の拠点として平地に城館が築かれた。 

岩倉城（愛知県岩倉市）は、尾張北部（葉

栗郡・丹羽郡・中島郡・春日井郡）を治める

拠点として、濃尾平野の五条川に面した標高

約 10mの平地に築かれている。発掘調査等の

成果により、幅 10～20mの二重の堀で囲まれ

た一辺約 200m の方形の居館であることが判

明している（図２）。地割などから居館の周囲

には、武家居館としての小型の方形区画が並

立していたものと考えられる。 

清須城（愛知県清須市）もまた、尾張南部

（海西郡・愛知郡）を治める拠点として、岩

倉城のさらに下流域の清州に築かれた。発掘

調査によって 15 世紀後葉～16 世紀前半の堀

が複数発見されていて、堀と土塁を有する方

形居館があったものと考えられている（図３）。

守護斯波氏と守護代織田氏のそれぞれ居館が

存在した説も出されているが（千田 2013）、

全体的な構造は未確定である。いずれにして

も複数条の堀囲いによる方形居館、これが戦

国期濃尾平野の城郭の一般的な姿であった。 

戦戦国国期期城城郭郭かからら織織豊豊期期城城郭郭へへ--東東海海・・九九州州のの事事例例をを中中心心にに--  

 

九州国立博物館展示課 主任研究員 岡寺 良  

 

はじめに 

 日本全国には、３～４万ヶ所もの城郭が存

在すると言われているが、その大半は戦国期

に築造されたものである。戦国期城郭には、

江戸時代の城に見るような立派な天守閣など

の建築物は残されていないが、建築物の基礎

となる造成（普請）の痕跡は如実に見ること

ができる。 

 城郭の建設は、大きく普請（土木造成）と

作事（施設建設）によって構成される。通常、

城をイメージする場合は、天守閣のような作

事面に注目されがちであるが、基本的に戦国

城郭には、作事部分は残されておらず、発掘

調査によって僅かに明らかになる程度である。

一方、現地の山城を訪れたことがある人なら

ば良くわかると思うが、中世の山城には、建

物などを建てた「曲輪」が数多く残り、その

周囲を防御するために、「土塁」や、「竪堀」

や「横堀」などの「空堀」、平地の城には「水

堀」などもある（図１）。また、九州北部には

「竪堀」を何本も並べ、時には横堀などとも

組み合わせる「畝状空堀群」という奇妙な防

御遺構が積極的に使用される。これら土木造

成の総合体が城郭の「普請」部分であり、現

在、戦国城郭で、地表に残されているのは、

普請部分のみであると言えるだろう。とはい

え、城跡がある現地を訪れれば、このような

城の普請＝土木造作の痕跡を如実に見ること

ができ、往時の姿を彷彿とさせてくれる。 

 さて、東海地方にも全国と同じように数多

くの戦国期城郭が築造されたが、ご存じのと

おり織田信長、豊臣秀吉、徳川家康の戦国の

三傑を輩出したことにより、城郭の構造変革

が行われた「震源地」でもあった。その構造

変革によって、産み出された城郭が「織豊系

城郭（織豊期城郭）」である。 

 本発表では、発表者の研究フィールドとし

ている九州地方の城郭と比較をしつつ、東海

地方でなされた戦国期城郭から織豊期城郭へ

の変革の在り方、さらにその広がりについて

見ていくこととしたい。 

 

１ 東海地方の戦国期城郭 

戦国期城郭の事例 東海地方の中心であ

る木曽三川が形成した広大な濃尾平野には、

統治の拠点として平地に城館が築かれた。 

岩倉城（愛知県岩倉市）は、尾張北部（葉

栗郡・丹羽郡・中島郡・春日井郡）を治める

拠点として、濃尾平野の五条川に面した標高

約 10mの平地に築かれている。発掘調査等の

成果により、幅 10～20mの二重の堀で囲まれ

た一辺約 200m の方形の居館であることが判

明している（図２）。地割などから居館の周囲

には、武家居館としての小型の方形区画が並

立していたものと考えられる。 

清須城（愛知県清須市）もまた、尾張南部

（海西郡・愛知郡）を治める拠点として、岩

倉城のさらに下流域の清州に築かれた。発掘

調査によって 15 世紀後葉～16 世紀前半の堀

が複数発見されていて、堀と土塁を有する方

形居館があったものと考えられている（図３）。

守護斯波氏と守護代織田氏のそれぞれ居館が

存在した説も出されているが（千田 2013）、

全体的な構造は未確定である。いずれにして

も複数条の堀囲いによる方形居館、これが戦

国期濃尾平野の城郭の一般的な姿であった。 
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ちなみに山間部においても戦国期城郭の

築城はなされており、例を挙げれば岩略寺城

（愛知県豊川市・図４）は、標高約 150mの山

中に土塁で囲まれた方形の主郭を有し、その

周囲の尾根上には連郭式の曲輪群を配してい

る。基本的には自然地形に即した曲輪造成に

よる築城であると言えるだろう。 

武田・徳川氏の「丸馬出」 駿河から三河

にかけての地域には、武田氏あるいは徳川氏

が構築した「丸馬出」という施設を持つ城が

確認できる。馬出とは曲輪の塁線から土橋な

どを通じて張り出した防御空間で、敵からの

攻撃を防御して主郭への攻撃を妨げると共に、

城内側から反撃に出る際に、いち早く曲輪外

へ軍勢を繰り出すことのできる橋頭堡として

の役割を果たしたものであり、後の織豊系城

郭にも採用されていくものである。 

典型的なものは諏訪原城（静岡県島田市）

が挙げられるが、三河でも有名な長篠城や古

宮城（共に愛知県新城市）がある（図５）。武

田氏か徳川氏かどちらかの論争は決着してい

ないものの、双方が交戦を繰り返すうちに地

域的に共有された防御施設とみなすこともで

きよう。 

 

２ 戦国期城郭から織豊期城郭へ 

居城の山城化 16 世紀も半ばを過ぎてく

ると、戦乱がますます激化して日常化してい

くことにより、守護クラスの勢力でも、日常

的な居城を山地部に求めていくことになる。

近江では、小谷城（滋賀県長浜市・図６）や

観音寺城（滋賀県近江八幡市・図７）は、そ

れぞれ浅井氏、六角氏という近江を二分した

守護級の勢力が居城とした山城である。これ

らの城には、先進的に石垣の使用も確認する

ことができる。 

小牧山城・岐阜城の築城 平地居館が主流

であった濃尾平野においても、近江で見たよ

うな居城の山地・丘陵部への移転を行ったの

が、織田信長である。信長は尾張守護代の三

奉行の家筋の生まれだったが、弘治元年（1555）

に、勝幡城（愛知県愛西市・稲沢市）から前

述の清須城に入城し、斯波義銀を尾張守護と

して迎え入れた。その後、永禄３年（1560）

に桶狭間の合戦で、駿河の今川義元を敗死さ

せ、同６年には居城を小牧山城に移転した。 

小牧山城（愛知県小牧市・図８）は、濃尾

平野の北東部、標高 85mの独立丘陵・小牧山

を城郭化したもので、主郭の周囲には巨石を

用いた野面積みの石垣が３段にわたって確認

されている。一気に高石垣を積む技術は有し

ていないものの、段築状の石垣構築によって、

自然地形に影響されない城郭の設計を実現し

ようという意図や、複数段を連ねたり、巨石

を用いることで、視覚的にも石垣面を強調し

て見せようという意図など、後の織豊系城郭

につながる革新性が生まれ始めたと言える。 

永禄 10年（1567）、美濃国を手に入れた信

長は、居城を濃尾平野の最奥部、金華山山頂

（標高 329m）の稲葉山城に移転し、「岐阜城」

と改めた。岐阜城（岐阜県岐阜市・図９）で

は、山頂部と山麓部に城郭遺構が集中してい

るが、山麓居館部は、発掘調査によりかなり

明確に構造が分かってきている。山麓部には、

巨石列による導線設定と、石垣構築による曲

輪造成が行われている。入口虎口部分には、

視覚効果を狙った巨石列を使用し、曲輪を造

成するためにある程度高い石垣を構築した。

小牧山城で行われていた巨石積みの発想を引

き継ぎ、小牧山城よりも高く積む石垣構築を

実現している。ただし、石垣の隅角部は未完

成の算木積みであり、完成した算木積みの高

石垣までの技術は獲得していない。 

その一方で、山麓居館部からは、金箔を貼

った棟瓦が出土しており、棟瓦のみではある

が、建物への金箔瓦使用が認められる。 
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安土城築城 石垣・瓦・礎石建物 元亀３年

（1572）、越前の朝倉氏、近江の浅井氏を滅亡

させ、さらに天正３年（1575）には長篠の合

戦で武田勝頼を破った信長は、東海・北陸か

ら畿内にかけての一帯をほぼ平定した。そし

て翌年、安土城の築城を開始し、天正７年

（1579）には岐阜城を嫡男信忠に与え、安土

に入城する。安土城（滋賀県近江八幡市・図

10）は琵琶湖を望む標高 198mの安土山山頂に

築かれ、山頂一帯には、高石垣で固められた

曲輪群、総瓦葺の礎石建物、軒丸瓦には金箔

瓦が用いられた。 

高石垣の技術は、前述のように近江では観

音寺城でも採用されていたが、高石垣の上面

には、瓦葺で礎石立ちの豪壮な櫓建築が構え

られるという点で、それ以前の戦国期城郭と

は明らかに一線を画している。 

安土築城以前から、既に京周辺の信長家臣

の城郭では、瓦や天守建築が採用されていた。

明智光秀の坂本城（滋賀県大津市）や細川忠

興の勝龍寺城（京都府長岡京市）である。京

周辺は寺社建築など古くから瓦葺き建物が多

く建造されてきた地域であり、それらの技術

が安土城にも採用されたものであろう。 

この石垣、瓦、礎石建物が揃った安土城が、

近世城郭へとつながる織豊期城郭の誕生であ

るといえるだろう。 

設計プランの変革 枡形虎口 安土城で

は、石垣・瓦・礎石建物のハード面のみなら

ず、設計プランにおいても先進性を見せてい

た。それは山頂の天守を中心にそこから階段

状に曲輪が展開しているが、その曲輪間に設

けられた虎口は、複雑な折れを有する枡形構

造を呈していた。安土城黒鉄門は、まさにそ

れが如実に表れており、その存在が中心曲輪

の求心性を高める装置となっていた。 

このように、安土城で一定完成された織豊

系城郭はさらに豊臣秀吉の段階に入り、発展

を遂げ、近世城郭へと引き継がれていくが、

まさにその発生源となったのは、東海地方で

あったということができるだろう。 

 

３ 九州地方の戦国期城郭 

 ここでは、織豊系城郭の全国的な波及状況

を比較するため、報告者の研究フィールドで

ある九州地方の事例を見ていくこととしたい。 

戦国期九州の情勢 戦国時代末期の九州

地方では、豊後の大友宗麟、肥前の龍造寺隆

信、薩摩の島津義久・義弘の三大勢力があり、

さらには、それ以外の地域においても様々な

国人（国衆）勢力が割拠していた。その中で

も極めて優位だった大友勢力が、天正６年

（1578）に高城・耳川合戦で島津勢に敗れ、

さらに同 12 年には龍造寺隆信が沖田畷の合

戦にて島津勢により敗死し、同 14年には九州

全域の大半を島津氏が押さえることになるが、

大友宗麟の要請により毛利を初めとする豊臣

秀吉勢が来援、翌 15年に九州は豊臣政権によ

って平定されるに至る。 

九州北部の城郭の事例 九州北部の山城

は基本的には日本中世の一般的な連郭式であ

る。防御遺構については、土塁や空堀（横堀・

畝状空堀群）も一般的に認められるが、東海

地方等とは異なり、虎口に対する関心は低く、

曲輪周辺の斜面防御に対する関心が高かった

と言えよう。 

 古処山城（福岡県朝倉市・嘉麻市・図 11）

は、筑前の最有力国衆・秋月氏の居城で、標

高 800mを越える高山・古処山山頂にある。南

北に曲輪群が分かれており、それぞれの曲輪

群に畝状空堀群が数十本ずつ構築されている。 

 同じように、長野城（福岡県北九州市小倉

南区・図 12）や、高鳥居城（福岡県須恵町・

篠栗町）も畝状空堀群を多数有する縄張りと

なっており、秋月方の勢力による大友・豊臣

氏に対する厳重な防備と想定される（岡寺
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2020）。 

 このように畝状空堀群が構築される巨大な

城郭がある一方で、西北九州に目を向けると、

円形単郭プランの小規模城郭群が多数確認で

きる（図 13）。独立丘陵あるいは尾根の突端

部に横堀を巡らした小型円形の主郭のみを有

するものである。当地は松浦党と呼ばれる小

領主集団が各地に割拠しており、その様子を

反映した「松浦型プラン」と呼ばれる（木島

1992）。 

九州南部の城郭の事例 一方、九州南部の

城郭は、他の地域とは異なる「群郭式」と呼

ばれる縄張りの城郭が数多く認められる。 

群郭式とは、同規模、同高度の曲輪が並列

的に配置されるもので、曲輪間は非常に深い

横堀が掘られるものである。志布志城（鹿児

島県志布志市・図 14）や都於郡城（宮崎県西

都市）などが事例として挙げられるが、この

ようなプランが生まれてきた要因として、群

郭式を形成しやすいシラス台地という①地理

的要因、曲輪周辺の切岸を防御の柱とする②

縄張り的要因、主郭の求心性を必ずしも追求

しない③家臣団編成的要因があるものと考え

ている。 

 

４ 九州地方の織豊期城郭の導入 

 前述のように天正 15年（1587）に豊臣秀吉

によって平定された九州は、南部と北部で領

主の配置転換の在り方が異なる。それが豊臣

系の織豊期城郭の導入の在り方にも大きく作

用している。 

豊臣系大名の事例 主に九州北部を中心

に豊臣系大名の入部が見られ、豊前（黒田孝

高・毛利勝信）・筑前（小早川隆景）・筑後（毛

利信包）・肥後（加藤清正・小西行長）に配置

される。移封直後の段階では、黒田氏の居城・

中津城（大分県中津市）や、小早川氏の居城・

名島城（福岡県福岡市東区）、関ヶ原合戦後の

慶長期では福岡城（福岡市中央区）、熊本城（熊

本県熊本市中区）が挙げられるが、これらは、

石垣・瓦・礎石建物の織豊系城郭の３要素を

備えているのは無論のこと、城内の要所に枡

形虎口を備え、主郭の求心性を体現した純粋

な「織豊系城郭」のプランそのものだった。 

旧族系大名の事例 一方で、同じ九州でも

肥前（鍋島直正（龍造寺後継）・松浦隆信）、

豊後（大友義統）、筑後（立花宗茂）、薩摩・

大隅（島津義久・義弘）などの城郭でも織豊

系城郭の築城技術の導入はなされている。 

しかしながら、佐賀城（佐賀県佐賀市・鍋

島氏の居城・図 15）、梶谷城（長崎県松浦市・

松浦氏関連の城・図 16）、栗野城（鹿児島県湧

水町・島津義弘の居城・図 17）などの事例を

見ると、虎口を枡形虎口に行い、石垣、瓦、

礎石建物を有する織豊系の築城技術の導入は

認められるが、あくまでも虎口部分に留まる

事例が多く、縄張りプランを見ると、枡形虎

口を幾重にも重ねて求心性を高めるようなも

のとはなっておらず、旧来的な曲輪群が並列

的に配置される群郭式あるいは松浦型プラン

がそのまま踏襲されている。 

変革するものとされないもの 以上のよ

うに九州における織豊系城郭の導入・展開に

ついては、天正 15年の秀吉の九州平定を契機

に、朝鮮出兵のための肥前名護屋城築城によ

る技術習得によって実現されていくが、その

在り方は大名の出自（豊臣系か旧族系か）及

び家臣団編成の在り方によって異なっていた。

これは織豊系城郭の築城技術が生み出されて

きた東海・近畿地方とは大きく異なり、九州

地方の城郭発展・展開の大きな特徴というこ

とができるだろう。変革されるものと変革さ

れないものがあり、これを独自的な取捨選択

と呼ぶべきか、完全織豊化することのできな

い限界と呼ぶべきか、議論を要するところで

あろう。 
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図１ 戦国期・織豊期山城各部名称（文化庁2013を改変） 

  

図２ 岩倉城復元縄張り図（中井・鈴木ほか編2020） 図３ 清須城復元縄張り図（中井・鈴木ほか編2020） 
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図４ 尾張の山城の事例（岩略寺城・中井・鈴木ほか編2020） 図５ 馬出を有する事例（古宮城・中井・鈴木ほか編2020） 

 

図６ 小谷城（仁木・福島編2015）         図７ 観音寺城（仁木・福島編2015） 

 

図８ 小牧山城（中井・鈴木ほか編2020）    図９ 岐阜城山麓居館部分復元地形図（内堀2013） 
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図10 安土城主要部（『週刊日本の城』から転載） 

  

図11 古処山城（岡寺作成）          図12長野城（村田修三・千田嘉博作成） 
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図13 「松浦型プラン」の事例（木島1992）   図14 群郭式の事例（志布志城（内城）・村田修三作成） 

図15 佐賀城縄張り図（木島2001） 

  図16 梶谷城縄張り図（木島1992）     図17 栗野城縄張り図（木島2001） 
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岡岡崎崎城城跡跡のの発発掘掘調調査査とと史史跡跡整整備備  
 

岡崎市教育委員会 山口 遥介 
 
1 岡崎城の歴史 

岡崎城の本丸は北東の甲山

から延びる丘陵先端の「龍頭

山」に立地する。菅生川に面し

た地形を利用し、15 世紀中頃

に西郷頼嗣がこの地に初めて

砦を築いたのが岡崎城の始ま

りとされる。 

16 世紀前半には松平氏の本

拠となり、天文 11 年（1542）

に城内で徳川家康が誕生する。

家康は永禄 3 年（1560）から

元亀元年（1570）に浜松城へ移

転するまでの間、岡崎城を本

拠とし三河平定を果たす。そ

の後も天正 18年（1590）に関

東移封になるまで岡崎城は徳

川領国の重要な城であった。 

天正 18年に豊臣大名の田中

吉政が城主になると天守が建

てられ、堀や土塁に石垣が築

かれるなどの大規模な城郭整

備が行われる。これを基盤に

江戸時代にも整備が引き継が

れ、17 世紀中頃に近世岡崎城

は完成をみる。 

岡崎城は城と城下町を堀や

土塁で囲む「総構え」の城で、

総構えの範囲は東西約 1.5km、

南北約 1.0km にも及ぶ大城郭

であった。総構え内には東海

道が往還し、屈曲の多さから

「二十七曲り」とよばれた。 

表 1 岡崎城関連年表 

 

1717

報告３



明治 6年（1873）、いわゆる廃城令により天

守を含む建物が取壊しを受ける。明治 10年に

は旧城跡の一部が岡崎公園となる。昭和 34年

（1959）に天守が復興され、昭和 37年には岡

崎市指定史跡となった。 

 
2 岡崎城跡の発掘調査の経緯 

 発掘調査は昭和 55 年（1980）の二の丸発

掘調査を端緒にこれまで断続的に実施されて

きたが、その多くは開発に伴う事前の発掘調

査であった。一方で史跡整備を目的に、平成

16年（2004）には「史跡岡崎城跡整備基本計

画」が策定され、平成 29年（2017）に改訂さ

れた。また、平成 30年には「岡崎城跡石垣保

存修理基本計画」も策定されている。現在は

改訂策定された整備基本計画や石垣保存修理

基本計画に基づき、岡崎城跡の遺構を積極的

に把握することを目的に史跡内外で発掘調査

や石垣調査を継続的に実施している。

表 2 整備基本計画に基づく発掘調査履歴 

 

 
図 1 岡崎城郭図と調査地点 

報告 No 調査年度 調査面積 現　況 成　果
🏹🏹🏹🏹 ➀ 2016年度 総堀 菅生川端石垣 334.6㎡ 河川敷 延長約400ｍ石垣

② 本丸 月見櫓 146.0㎡ 史跡 櫓台石垣検出
③ 菅生曲輪 枡形門 105.0㎡ 史跡 門礎石、堀跡検出

🏹🏹🏹🏹 ④ 本丸 天守台 16.0㎡ 史跡 金箔瓦出土
⑤ 総堀 - 138.7㎡ 籠田公園 堀跡検出

🏹🏹🏹🏹 ⑥ 総堀 - 91.6㎡ 御旗公園 堀跡検出
⑦ 総堀 菅生川端石垣 51.1㎡ 河川敷 埋没石垣検出
⑧ 総堀 籠田総門 27.5㎡ 道路用地 堀跡検出

🏹🏹🏹🏹 ⑨ 本丸 清海堀 176.0㎡ 史跡 新規石垣検出
⑩ 浄瑠璃曲輪 大手門 33.8㎡ 道路用地 大規模な撹乱

🏹🏹🏹🏹 ⑪ 坂谷曲輪 坂谷門 126.6㎡ 史跡 枡形門礎石検出

調 査 箇 所

2019年度

2018年度

2017年度

2020年度

⑤総堀（籠田公園） 

 

➀⑦菅生川端石垣 

④天守台 

⑥総堀（御旗公園） 

⑨清海堀 

⑩大手門 

③菅生曲輪枡形 
②月見櫓 

⑧籠田総門 

⑪坂谷門 

史跡整備：菅生川端石垣 
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3 菅生川端石垣の発掘調査と史跡整備 

(1）2016・2018年度…発掘調査 

○調査成果 

・石垣根石及び胴木を検出し、石垣の高さ

が 5.4ｍであることが判明。 

・石垣の東西端部を検出し、全長が約 400

ｍであることが判明。 

・石垣の最下層の数段は構築当初の石垣

が残り、城内の石垣の比較からは 17 世

紀前半の構築が想定される。上部は複数

回に渡る積み直しの痕跡が確認された。 

・調査により石垣刻印が 12 種類 14 箇所

確認され、岡崎城内では刻印の多い石垣

といえる。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 石垣積み直し状況（写真 1の箇所、縮尺任意） 

（2）2019・2020年度…史跡整備 

○整備の経過 
・2019年度は石垣沿いに園路を整備した。

また中央枡形の石垣から生育した樹木

の伐採を行った他、昭和期の石積み及び

階段の撤去を行うなどの環境整備を行

った。 

・2020 年度には中央枡形石垣の解体・積

直し整備を行った。 
・2021 度は西枡形石垣の整備を予定して

いる。 

 
図 2 絵図（菅生川端石垣・籠崎堤） 

 
写真 1 石垣検出状況 

 
写真 3 石垣東端部 

 
写真 4 石垣西端部 

写真 1・2 

写真 3 

写真 4 

 
写真 2 根石・胴木 
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写真 5 中央枡形整備前     写真 6 2019 年度整備      写真 7 2020年度整備 

 

4 その他の発掘調査成果 

（1）天守台石垣発掘調査（2018年度） 

・天守台石垣の根石を確認。 

・本丸整地層を確認。整地層から中世の

遺物が出土。 

 

写真 8 天守台石垣発掘調査（天守台石垣南面） 

（2）総堀発掘調査（2018年度） 

・市街地における遺構の残存を確認。 

・総堀が旧地形を利用して構築されてい

ることを確認。 

 

 

 

（3）本丸清海堀発掘調査（2019年度） 

・中世以来の名残を残す堀として認知さ

れていたもの。 

・石垣の根石を確認。 

・本丸側の法面下に腰巻石垣を新発見。 

 

写真 10 本丸清海堀発掘調査（腰巻石垣） 

（4）坂谷曲輪発掘調査（2020年度） 

・枡形門の外門・内門のそれぞれの門礎石

を検出。 

・現地説明会に代わり成果動画

を作成・公開。 

石垣めぐりマップや発掘調査現地説明会資料につ

いては HPにも掲載しています。ぜひご覧ください。 

  
  石垣めぐりマップ    現地説明会資料 写真 9 総堀発掘調査（土塁断面） 

 
成果動画 

2020

岡崎城跡の発掘調査と史跡整備
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１　はじめに 

　明応５年（1496）頃、戦国時代の地方都市・

今橋に築かれた今橋城は、後に名を「吉田城」

と改められ、東三河地方を支配する政治の中

心を担っていった。

　牧野氏や戸田氏といった東三河の国衆や、

駿河・遠江の戦国大名である今川氏が城主を

務めた後、永禄７年（1564）からは松平（徳川）

家康の東三河支配の拠点として、筆頭家老で

あった酒井忠次が城主を務めている。天正

18年（1590）の徳川家の関東移封に伴い、豊

臣秀吉重臣たちが関東への押さえとして東海

道沿いの城に配置される中で、吉田城では

後に姫路城を築くことになる池田照政（輝政）

が城主となる。この際、現在に続く大規模な

城郭へと改修され、また天守や石垣を伴う織

豊系城郭へと転換を果たすことになる。

２　吉田城址の立地

　吉田城址は、北方に豊川を望む河岸段丘の

縁辺部に築かれている。このうち、本丸を中

心とする僅かな範囲が、本来は小山の様に隆

起していた位置にあたる。ここから周辺に向け

て緩やかな下り傾斜となっており、かつて本丸

からは南側の城下や東西に延びる東海道、さ

らには北側に展開する沖積低地を広く望むこ

とができた。吉田城が現在の立地に築かれた

背景には、こうした環境が深く関わっている。

城址の南を通る東海道には吉田宿を中心とす

る宿場町が栄えていたが、その交通は常に城

から監視される位置であり、制度上も東西２

箇所の惣門によって管理されていた。また城

を北流する豊川は当時、城の下流1.5㎞の地

点で三河湾と繋がる河口部となっていた。ここ

には東三河地域の水運物資が一堂に集積され、

吉田城下には湊町が発達した。

　このように吉田城は、陸海路の掌握に優れ

た立地であり、翻って言えば、そのコントロー

ルを重要な目的として築かれ、維持されてきた

城郭であると言える。

３　城址調査の流れ

　吉田城址では、昭和52度年の第１次調査

以来、58次にわたる調査を実施している。こ

のうち、第１～50次調査は開発対応に伴う調

査である。城址の保存と活用を目的とした調

査は、平成29年度に行った第51次調査以降、

令和２年度の第57次調査まで断続的に６回実

施している。また令和３年度に実施した第58

次調査は、崩落した石垣の解体修復工事に伴

う記録保存を目的としている。この様に、吉

田城址で行われてきた調査の大半は開発行為

に伴うものであり、文化財としての城址の本質

的価値の把握や整備に向けた取り組みは、ま

だ始まって間もないと言える。

４　２つの高石垣の発掘調査

（１）織豊系城郭を象徴する石垣

　ここでは、第51次及び、第57次調査で発

掘された２つの高石垣について取り上げる。こ

れらは吉田城址だけでなく、当時としては東海

地方でも最大級の規模を誇り、織豊系城郭と

しての性格を明朗に示す遺構でもある。

（２）鉄櫓下石垣の調査（図１・２・５）

　第51次調査で発掘を行ったこの石垣は、本

吉田城址の近年の発掘調査と整備

豊橋市教育委員会　中川　永　
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丸北西隅角を固める石垣であると同時に、江

戸時代には事実上の天守として機能した鉄櫓

の櫓台でもある。チャートを中心とした自然

石による『野面積』技法で築かれており、城

址を代表する安土桃山時代の遺構として知ら

れている。発掘調査の結果、城内最大の高さ

12.7ｍを測ることが確認された。さらに特筆す

べき点として、石垣下部に高さ1.2ｍを測る石

組基礎構造や、その前面を支える整地基礎が

確認されている。特に整地基礎は、石組基礎

の前面及び下部の地山層に、深さ0.9～1.0ｍ、

幅2.8～3.6ｍ以上の掘り込みを行い、砂礫

や粘土、川原石等を幾層にも堅く突き固めた

全国的にも他に例を見ない構造である。こうし

た構造が採用された背景には、地山層が河川

の沖積作用によって堆積した極めて軟弱な砂

層であることが挙げられる。つまり、本来は石

垣構築に極めて不向きな地盤上に高石垣を築

くにあたり、いわば地盤改良工事として整地基

礎が築かれている。これは翻って言えば、「こ

の場所に高石垣を築く」という結論を大前提

に、池田照政による改修が進められたことを意

味している。もちろん、こうした特殊な技法を

池田家が独自で有していたとは考え難く、恐ら

くは豊臣政権から先進的な技術を有した奉行

等が派遣され、試行錯誤の末に完成した施設

と考えられる。

（３）南多門堀底石垣の調査（図１・３・６）

　南多門は本丸正面入口に築かれた施設であ

り、第57次調査はこの門からやや東側に位置

する堀底部分で行われた。調査の結果、石垣

は花崗岩を中心に築かれ、鉄櫓下石垣に匹敵

する12.6ｍの高さを有していたことが確認され

た。石垣構築技法については、花崗岩に矢穴

を有するものが少量認められるものの、半裁し

た玉石を始め自然石を多用することから、『野

面積』と『打込接』の過渡的技法が用いられて

いる。このことから構築時期については、安

土桃山時代と江戸時代初期の２時期の可能性

が挙げられるが、その巨大な規模から、池田

照政が在城した安土桃山時代の遺構である可

能性が高いと捉えている。ただし、根石はわ

ずかに安土桃山時代の瓦を含む堀内部の堆積

層上に据えられていることから、当初は土造り

の切岸状の構造であった斜面を、後に改修し

て石垣造りとしたことが分かる。

　なお当石垣は、鉄櫓下石垣とは異なり、石垣

地下に特殊な基礎構造を有していない。これ

は台地の安定した基盤層上に位置することか

ら、地盤改良工事を行わなくとも高石垣の普

請が可能であったことによると考えられる。

（４）石垣立地にみる『魅せる』意識

　以上の様に、吉田城址では安土桃山時代と

しては東海地方屈指の高さを誇る２つの石垣

が築かれている。これらは①チャートを主体

とする鉄櫓下石垣と、②花崗岩を主体とする南

多門堀底石垣という、異なる構造であることが

分かる。また南多門堀底石垣が堀内部の堆積

層上に築かれ、また構築技法上も打込接的様

相を有することからは、鉄櫓下石垣が先行し、

それに僅かに遅れて、南多門堀底石垣が築か

れたことを示している。つまり、一期工事であ

る鉄櫓下石垣に対し、南多門堀底石垣はやや

遅れた二期工事として実施された普請であると

考えられるのである。これら高石垣が築かれ

た理由、あるいは普請の優先順位は、どのよ

うな背景によるものであろうか。

　ここで注目したいのが、吉田城が東海道・

豊川という２つの交通路を重視してきた城とい

う点である。今回取り扱った石垣のうち、鉄櫓

下石垣は豊川の船運、そして下流の吉田橋を

歩く人々から最も目につく位置にあたる。つま

り民衆が最も良く目にする位置であり、こうし

た場所だからこそ、軟弱地盤に技巧を凝らす
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ことで高石垣を築き、さらにはそれに付随する

天守や櫓群が建設されたと言える。よって鉄

櫓下石垣は、民衆に見せつけることを重要な目

的とし、その荘厳な姿をもって豊臣政権の東

三河支配を円滑に進めるための役割を担った

ものと言えよう。

　一方で南多門堀底石垣は、基本的に民衆

が目にすることの無い、本丸の正面入り口にあ

たる。こうした立地は、いわば外（＝民衆）向

けの施設であった鉄櫓下石垣に対し、内（＝

家中や豊臣政権）向けを意識した施設であっ

たと考えられる。池田照政は天正12年（1584

年）の小牧・長久手の戦いで、父である恒興と

兄である元助が討死し、急遽池田家当主となっ

ている。しかしながら、就任当初や同戦いの

終了時は、重臣の伊木忠次が池田家の事実上

の差配者と認識されていた。忠次は池田家臣

でありながら田原城主であり、また豊臣秀吉か

ら知行安堵状を受ける立場であるなど、吉田

城入城時の照政と家臣団との主従関係は、必

ずしも安定的では無かった。こうした中、家中、

あるいは城への来訪者に対し、城の中枢部で

ある本丸正面を荘厳に飾る高石垣を築くこと

で、池田家の強大さを示す狙いがあったと考え

られるのである。

　以上の様に、２つの高石垣は単なる防衛施

設としての機能を越え、統治システム上の象徴

的役割を担った、織豊系城郭としての性格が

顕著に表れた遺構と考えられるのである。

　このような視点に立った時、石垣が築かれた

前後関係についても理解がし易い。先行して

築かれた鉄櫓下石垣で用いられたチャートは、

城からわずか５㎞程度の弓張山系で産出する。

一方の南多門堀底石垣で用いられた花崗岩は、

額田郡など20㎞以上離れた場所で産出する

ものである。いずれも池田領内だが、それぞ

れの城までの距離、つまり運搬にかかる期間

の差異が、そのまま普請の時期と石材種別に

影響したと考えられるのである。翻って言えば、

先行して確保できるチャート材を用いた鉄櫓

下石垣普請の優先度は、城内に現存する他の

あらゆる石垣よりも高いものであり、池田照政、

あるいは豊臣政権が、いかに豊川・三河湾を

介した水運を重要視していたのかを如実に表し

ているとも言えよう。

５　城址の整備に向けて

　城址の保存と活用に向けた調査は現在６回

を数え、ようやく城郭中心部の姿が明らかにな

りつつある。しかし解決すべき点も多く、最後

にこれら課題について述べたい。

最も重大な課題は、現存遺構の保全である。

吉田城址では令和元年度から３年連続で石垣

が崩落するなど、遺構の損傷が蓄積している

（図４）。これは廃城以来150年以上が経過し、

石垣上で巨大化した樹木が石垣内外面に負荷

を与えたことや、さらに大雨も大きく影響してく

る。また、崩落した石垣は解体修復を行うこ

とになるが、修復後の石垣はどれだけ旧来の

姿に似せてもオリジナルではなく、「令和に積

み直された新しい石垣」と言われ続けることに

なる。このため今後は経過観察を進めながら、

樹木の伐採や間伐、また伐採後の切株の管

理や雨水対策を講じ、予期し得る危険を軽減

していくことが重要である。

また樹木管理は、遺構負荷を軽減するだけで

なく、城の縄張りがもつ魅力を復活させるため

にも有効である。現在の「お城ブーム」は、石

垣や建物など単独の遺構に注目が集まること

が多いが、城本来の機能はそれら遺構群が形

成していた空間そのものによって成立している。

樹木管理によって、現在では見えなくなってい

る城の導線や遺構同士の位置関係を明瞭にす

ることで、江戸時代、あるいは戦国時代以来

の『本物の遺構・お城』の魅力を顕在化するこ

とができるだろう。



 

 

 

 

 

 

図１ 施設位置図 図２ 鉄櫓下石垣の基礎構造 

図３ 南多門堀底石垣の埋没部分 図４ 令和３年５月に崩落した千貫櫓台石垣 

図５ 鉄櫓下石垣と発掘現場 図６ 南多門堀底石垣と発掘現場 
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１　はじめに 

　名古屋市では平成29年度から令和２年度

まで特別史跡名古屋城跡天守台石垣周辺で石

垣の健全性を把握することを目的とした発掘調

査を行ってきた。調査の結果、根石周辺の基

礎工事の痕跡を確認することができた。今回

は、本丸内堀内における最新の調査成果を踏

まえ、名古屋城天守台石垣において石垣根石

を据える際の地業がどのように行われたのかを

報告する。

　

２　特別史跡名古屋城跡の概要

　名古屋城は熱田台地の北西端の名古屋市中

区本丸に位置する（図１・２）。熱田台地は名

古屋台地とも呼ばれ、６～９万年前に火山降

灰等を含む海底堆積物が隆起してできた洪

積台地であり、名古屋城付近から熱田神宮付

近までの南北６㎞程度、東西は広いところで

３㎞程度の細長い地形となっている。名古屋

城の北と西は段丘崖に面し、比高は10ⅿ程

で、北から西にかけては濃尾平野を形成する

低地部が広がる。西側には台地の縁辺に沿っ

て築城に伴い開削された堀川が流れる。

名古屋城は、徳川家康が清須に代わる尾張の

中心地として城地を選定し、慶長15年から築

城に着手した。石垣は北国・西国の大名20

家を動員した公儀普請によって築かれた。慶

長17年には大・小天守、慶長20年には本丸

御殿が完成し、家康の九男義直が入城した。

以後、明治維新まで尾張徳川家の居城となっ

た。熱田台地の西北端に位置する平城で、中

央に本丸を置き、二之丸、西之丸、御深井丸

が本丸の四方を取り巻き、これらの南面から

東面に武家地として利用されていた三之丸が

配置されている。天守と本丸御殿を含む多く

の建造物は昭和20年に戦災焼失した。現在

は西北隅櫓など３つの櫓と３つの城門が現存

している。改変された遺構も部分的には存在

するが、本丸やその周囲を巡る曲輪付近の縄

張は、概ね旧態をとどめている。

３　発掘調査の成果

　４か年に及ぶ調査で、大天守台周辺に23

箇所、小天守台周辺に３箇所、計26箇所に

調査区を設けて発掘調査を行った（図３）。石

垣の安定性を保全するため、基本的に根石ま

では露出させず、根石を据え付ける地業工事

である地形根切の痕跡が確認できた時点で掘

削を止めている。発掘調査のほかに天守台周

辺で10箇所ボーリング調査を行っており、地

盤の状況を確認している。また、地中レーダー

探査を本丸内堀の堀底で実施しており、令和

２年度にはレーダー探査で強い反応があった

地点について発掘調査を行い、後述する石列

のような遺構を確認した。

　発掘調査では現天守閣再建時の廃棄物に

よる攪乱坑や焼土や被熱瓦を含む戦災層、明

治24年の濃尾震災による被災時の廃棄物を

均した層などが確認された。出土遺物の多く

は近代から現代の土層で検出している。

　基本層序

　上層から、表土層、戦災ガラを多く含む現

代の堆積層、戦前の堀底である旧表土層、明

治24年の濃尾地震時に被災したと考えられる

壁材等を含む近代層、大きめの瓦片や礫を含

む近世堆積層、築城期と考えられる盛土、石

名古屋城における天守台石垣の築造工事について

名古屋城調査研究センター　西本　茉由　
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名古屋城における天守台石垣の築造工事について

垣の基盤層（図４）となる。旧表土層の検出

標高は堀中央部で低く、石垣付近ではやや

高くなる。また近世堆積層は内堀西側におい

て特に分厚く堆積する。基盤層は堀底では地

山層と思われる熱田層由来の砂質土であるが、

本丸面では黒褐色シルトを主とする中世以前

の包含層を石垣築造時の基盤面としている。

　地形根切について

　本丸内堀内でＩ・Ｋ・Ｍ・Ｒ・Ｓ・Ｖ区の６

箇所（うち橋台を含む大天守台周辺では３箇

所）、本丸面で小天守南面Ｐ区の１箇所におい

て根石と考えられる石垣最下段の築石を確認

し、最下段の築石の前面において地形根切と

考えられる痕跡を検出した。Ｔ区においても

石垣最下段の築石が確認されているが、地形

根切と考えられる掘り込みは確認されなかっ

た。

　いずれも基盤層の上にシルトブロック混じり

の盛土をし、盛土ごと基盤層を掘り込んで根

石を据えている状況が観察できた（図５）。根

石の前面には捨石を施工している状況もほと

んどの調査区で確認できた（図６）。

　名古屋城の大天守台石垣は宝暦２年（1752）

～５年（1755）にかけて修理が行われており、

その際の工事において根石の下に胴木が設置

されているということが記録されている。しか

し今回の調査では石垣の保全に留意し、地

形根切の状況が確認できた時点で掘削を止め

ているため、胴木の存在は確認できなかった。

なお名古屋城において、胴木は御深井丸北

側石垣、二之丸旧東二之門跡北側石垣、本

丸搦手馬出東面石垣で確認されている。

その他調査成果と今後の展望

　その他の成果として、令和２年度調査に

おいて先述した通り地中レーダー探査成果を

基に発掘調査区を設定し調査を行ったところ、

本丸内堀堀底より東西方向に未確認の石列を

２列確認した（図７）。石列は築城期の盛土

または地山を掘り込んで据えられている可能

性が高い。石列を構成する石材はほぼ花崗

閃緑岩の割石であり、石垣の下端付近と思わ

れる。大天守西側の縄張については計画の変

遷があったとされてきた（図８）。今回の調査

で縄張計画変遷の新たな検討材料が発見で

きた。

　名古屋城調査研究センターが発足して３年

になる。個々の調査は進んできているが、調

査成果をまとめて天守台石垣等の築造や修理

の歴史を名古屋城全体の歴史の中で位置付け

ることはできているとは言えない。

　今後は天守台周辺で行われた発掘調査で

確認された遺構、遺物を検討し、改修の履

歴や時期等を把握していきたい。
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図１ 特別史跡名古屋城跡位置図 図２ 史跡指定範囲図 

図３ 調査区位置図 

図４ 基本層序（Ｕ区北壁中央付近 南から） 

   上層より表土、戦災層、旧表土、近代層、 

   近世層 

図５ Ｒ区 地形根切状況 
図６ Ｐ区 根石前面の状況（南から） 

   赤丸内に拳大の捨石あり 
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図７　本丸内堀内石列検出状況（赤線・青線で面がそろう）

図８　天守縄張の変遷図（『新修　名古屋市史』第3巻より）
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